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KCO名曲スペシャル
ニューイヤー・コンサート 2023

新シリーズ 「邦楽 明日への扉」に寄せて

 連載

クラシック音楽のテーマに基づく3つの話

 鍵盤をめぐる３話

邦楽主催公演  2022年度下期  ラインナップ

紀尾井ホール室内管弦楽団  公開リハーサルご招待
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18
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
の
音
楽
史
家
バ
ー

ニ
ー
が
︑1
7
7
2
年
10
月
に
バッハ
の
息
子
の

カ
ー
ル・フィ
リ
ッ
プ・エ
マ
ヌ
エ
ル
を
ハン
ブ
ル
ク

に
訪
ね
た
時
の
こ
と
を﹃
音
楽
見
聞
録
﹄︵
春
秋

社
︶に
綴
っ
て
い
る
︒優
雅
な
夕
食
で
も
て
な
さ

れ
︑主
人
自
ら
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
に
よ
る
即
興

演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
た
︒バッハ
の
音
楽
へ
の

没
入
度
は
凄
ま
じ
く
︑目
は
虚
空
を
見
つ
め
︑

時
に
興
奮
し
︙
︑演
奏
は
深
夜
11
時
ま
で
続
い

た
︒﹁
近
所
迷
惑
？
﹂と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
心
配
ご
無
用
︒ク
ラ
ヴ
ィコ
ー
ド
は
世
界
一

音
の
小
さ
な
楽
器
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
︒

実
際
︑日
本
の
家
屋
で
激
し
く
弾
い
て
も
隣
の

部
屋
に
は
ま
っ
た
く
聴
こ
え
な
い
︒絶
対
的
な

音
量
こ
そ
小
さ
い
も
の
の
︑柔
ら
か
な
サ
ウ
ン

ド
は
聴
き
手
の
肌
に
じ
ん
わ
り
と
浸
み
込
む

か
の
よ
う
︒繊
細
で
多
彩
な
表
現
が
可
能
で

ヴ
ィ
ブ
ラ
ー
ト
も
か
け
ら
れ
る
︒で
も
周
囲
は

静
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒そ
れ
も
電
気
ノ

イ
ズ
が
気
に
な
る
ほ
ど
の
︒蝋
燭
の
灯
り
が
ふ

さ
わ
し
い
が
︑こ
れ
は
チ
ェン
バロ
や
フ
ォ
ル
テ
ピ

ア
ノ
に
も
言
え
る
︒

あ
る
年
の
初
夏
に
フ
ラ
ン
ス
︑ア
ル
ザ
ス
地
方

の
コ
ル
マ
ー
ル
に
出
か
け
た
と
き
の
こ
と
︒中
世

や
ル
ネ
サ
ン
ス
の
家
々
が
立
ち
並
ぶ
絵
の
よ
う

に
美
し
い
町
に
は
︑当
地
の
古
い
修
道
院
を
利

用
し
た
博
物
館
が
あ
り
︑17
世
紀
の
チ
ェン
バロ

の
名
器
ル
ッ
カ
ー
ス
が
展
示
さ
れ
て
い
る
︒そ
の

楽
器
で
家
喜
美
子
さ
ん
が
録
音
す
る
と
い
う

の
で
立
ち
会
っ
た
の
だ
︒昼
間
は
グ
リ
ュ
ー
ネ

ヴ
ァ
ル
ト
の︽
イ
ー
ゼ
ンハ
イ
ム
の
祭
壇
画
︾等
の

名
画
を
目
当
て
に
大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
う
の

で
録
音
は
日
没
か
ら
深
夜
ま
で
︒立
会
人
は
数

名
の
関
係
者
の
み
︒や
は
り
電
気
ノ
イ
ズ
を
避

け
る
た
め
に
明
か
り
は
楽
器
の
周
囲
に
ご
く
僅

か
︒中
世
の
宗
教
美
術
に
囲
ま
れ
た
石
造
り
の

院
内
に
バッハ
や
17
世
紀
の
音
楽
が
鳴
り
響
く
︒

そ
の
と
き
筆
者
は
初
め
て
チ
ェンバロ
の
本
質
に

触
れ
た
と
思
っ
た
も
の
だ
︒今
で
も
家
喜
さ
ん

の
Ｃ
Ｄ﹁
涙
の
パ
ヴ
ァ
ー
ヌ
﹂︵
レ
グ
ル
ス
︶を
聴
く

と
当
時
の
記
憶
が
ま
ざ
ま
ざ
と
蘇
っ
て
く
る
︒

個
人
的
な
話
で
恐
縮
だ
が
︑我
が
家
に
は

フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
奏
者
が
一
人
い
る
︒拙
宅
に
プ

ラ
ハ
の
ヴ
ァ
イ
メ
ス︵
1
8
1
1
年
製
︶が
来
た

と
き
の
話
︒オ
ラ
ン
ダ
の
修
復
家
が
東
欧
の
田

舎
の
ど
こ
か
の
納
屋
で
見
つ
け
︑修
復
し
て
く
れ

た
の
だ
︒ア
ク
シ
ョン
は
現
代
の
ピ
ア
ノ
と
は
別

系
統
の
ウ
ィ
ー
ン
式
で
6
オ
ク
タ
ー
ヴ
︒膝
梃
式

ペ
ダ
ル︵
膝
で
押
し
上
げ
る
方
式
︶は
ダ
ン
パ
ー

と
柔
ら
か
な
響
き
に
な
る
モ
デ
レ
ー
タ
ー
︒

1
8
1
1
年
と
い
え
ば
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
た
だ

中
︒歴
史
の
生
き
証
人
み
た
い
な
も
の
で
︑こ
の

楽
器
が
来
た
頃
は
夜
中
に
何
度
か
亡
霊
を
見

た
よ
う
な
気
が
し
て
怖
か
っ
た
︒ほ
ぼ
百
パ
ー
セ

ン
ト
木
製
で
平
行
弦︵
現
代
ピ
ア
ノ
は
交
差
弦
︶

な
の
で
ダ
ン
パ
ー
を
用
い
て
も
響
き
が
濁
ら
な

い
し
︑小
さ
な
木
片
に
薄
い
革
を
巻
い
た
だ
け

の
軽
いハンマ
ー
が
弦
を
打
つ
と
人
の
お
喋
り
の

よ
う
に
聴
こ
え
る
︒こ
の
楽
器
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
や
シュ
ー
ベル
ト
を
弾
く
と
ま
さ
に
サ
イ
ズ
の

合
っ
た
服
を
着
た
よ
う
な
ぴ
っ
た
り
感
が
あ
る
︒

こ
れ
ぞ
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
の
醍
醐
味
な
の
だ
が
︑

残
念
な
こ
と
も
︒よ
り
音
域
の
ひ
ろ
い
曲
は
鍵

盤
が
足
り
な
い
の
で
弾
け
な
い
し
︑作
品
の
ス
タ

イ
ル
と
楽
器
の
響
き
が
合
わ
な
い
と
酷
い
違
和

感
を
覚
え
る
の
だ︵
そ
の
点
モ
ダ
ン
の
ピ
ア
ノ
は

ど
ん
な
曲
で
も
弾
け
る
︶︒か
く
し
て
フ
ォ
ル
テ

ピ
ア
ノ
奏
者
は
複
製
も
含
め
て
次
々
と
楽
器
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒シュ
ー
マン
︑シ
ョパ

ン
︑そ
れ
以
前
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
︙
︒し

1
Ｃ
Ｐ
Ｅ
バッハ
の

真
夜
中
の
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド

か
も
一
つ
一
つ
が
大
き
く
て
場
所
を
取
る
し
︑

湿
度
や
気
温
の
変
化
に
極
度
に
弱
い
の
で
生
活

は
楽
器
中
心
︒コン
サ
ー
ト
や
録
音
に
は
会
場
に

運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
︙
︒フォル
テ
ピ
ア
ノ
奏

者
は
大
変
な
の
だ
︒

文
／
那
須
田 

務

2
修
道
院
に
響
く
チ
ェ
ン
バ
ロ

3
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
奏
者
は
大
変

鍵
盤
を

　
　
　  

め
ぐ
る

K
ｅ
ｙ
ｂ
ｏ
ａ
ｒ
d3

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

　
　
テ
ー
マ
に
基
づ
く
3
つ
の
話

    
　
話

鍵盤をめぐる紀尾井ホール公演

マクシム・エメリャニチェフ
3種鍵盤 モーツァルト・リサイタル

［曲目］ オール・モーツァルト・プログラム
幻想曲ハ短調 K.475（フォルテピアノ）
ソナタ第14番ハ短調 K.457（フォルテピアノ）
ソナタ第16番ハ長調 K.545（チェンバロ）
ロンド イ短調 K.511（フォルテピアノ）
ソナタ第18番ニ長調 K.576（モダンピアノ）

［使用楽器］
モダンピアノ ： スタインウェイ
フォルテピアノ ： アントン・ヴァルター・モデル
チェンバロ ： ミートケ・モデル

11/6
 

14：00
日

※公演開催についての最新情報は紀尾井ホールウェブサイトをご確認ください。

　
18
世
紀
に
は
様
々
な
鍵
盤
楽
器
が
あった
︒金

属
の
小
さ
な
棒
で
弦
を
つつ
く
ク
ラ
ヴ
ィコ
ー
ド
︑

鳥
の
羽
根
の
軸
で
は
じ
く
チェンバロ
︑ハンマ
ー
で

叩
く
フ
ォル
テ
ピ
ア
ノ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
発
音
の
仕

方
は
異
な
る
が
︑ど
れ
も
他
に
代
え
が
たい
魅
力

が
あ
る
︒

い
え
き
よ
し
こ

ひ
ざ
て
こ

アントン・ヴァルター・モデルのフォルテピアノ
© Paul McNulty fortepianos
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紀尾井サポートシステム会員 ( 五十音順・｢株式会社｣等表記及び敬称略 )

《特別協賛会員》 日鉄ソリューションズ／三菱商事／三菱地所
《みやび会員》 伊藤忠商事／大島造船所／ＫＤＤＩ／商船三井／菅原／住友商事／日本郵船／丸紅／ 
 三井住友銀行／三井物産／三井不動産／三菱商事／三菱地所／メタルワン　ほか匿名２社
《ひびき会員》 オカムラ／高砂熱学工業／竹中工務店／東京きらぼしフィナンシャルグループ／山下設計
《みどり会員》 青鬼運送／赤坂維新號／今治造船／ヴォートル／エーケーディ／ＮＴＴドコモ／荏原冷熱システム／
鹿島建設／ザ・キャピトルホテル 東急／三協／清水建設／上智大学／西武リアルティソリューションズ／
大成建設／千代田商事／テェイスト･ライフ／東芝ライテック／永田音響設計／ニュー・オータニ／
ハウス食品グループ本社／パナソニック／三井住友信託銀行／三菱ＵＦＪ銀行／三菱ＵＦＪ信託銀行／
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券／ミュージション／明治座舞台／ヤマハサウンドシステム／ワークショップ２１
《あおい会員》 青木陽介／淺見 恵／石崎智代／磯部治生／伊藤眞理子／井上善雄／馬屋原貴行／
大内裕子／大垣尚司／大久保なほ子／太田清史／岡田章一／小川 保／小樽茂稔／糟谷敏秀／片山國正／
片山能輔／加藤巻恵／神谷昌孝／川口祥代／菊池恒雄／木谷 昭／久保祐子／栗山信子／河野紗妃／
小西美由紀／斎藤公善／坂詰貴司／佐久間庸行／佐部いく子／潮崎通康／清水 正／清水多美子／
清水康子／白土英明／末岡明武／鈴木順一／鈴木 亮／高下謹壱／武上由佳／田中 進／外山雄三／
内藤美奈子／中塚一雄／中西達郎／中村健司／名取正夫／西村剋美／西村 清／原田清朗／日原洋文／
北條哲也／堀川将史／牧本惠美子／松枝 力／松本美恵／丸井正樹／簑輪永世／宮島正次／宮武悦子／
宮原 薫／宮本信幸／陸田 実／村上喜代次／持留宗一郎／八木一夫／八木晶子／山内寿実／横手 聡／
吉峯裕毅／渡辺弘次
ほか匿名39名　計220口  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          (2022年10月1日現在)

特別支援会員 （五十音順・｢株式会社｣等表記略）

アステック入江／五十鈴／NS建材薄板／NSユナイテッド海運／
NSユナイテッド内航海運／エヌエスリース／エヌテック／王子製鉄／
大阪製鐵／九築工業／草野産業／黒崎播磨／合同製鐵／
小松シヤリング／山九／産業振興／三晃金属工業／サンユウ／
三洋海運／山陽特殊製鋼／ジオスター／新日本電工／スガテック／
大同特殊鋼／大和製罐／高砂鐵工／高田工業所／鶴見鋼管／
DN Pエリオ／テツゲン／電機資材／東海鋼材工業／
東邦シートフレーム／トピー工業／日亜鋼業／日鉄SGワイヤ／
日鉄エンジニアリング／日鉄片倉鋼管／日鉄環境／
日鉄ケミカル&マテリアル／日鉄建材／日鉄鋼管／日鉄鉱業／
日鉄工材／日鉄鋼線／日鉄鋼板／日鉄興和不動産／日鉄スチール／
日鉄ステンレス／日鉄ステンレス鋼管／日鉄精圧品／日鉄精鋼／
日鉄精密加工／日鉄総研／日鉄ソリューションズ／日鉄テクノロジー／
日鉄テックスエンジ／日鉄ドラム／日鉄物産／日鉄物流／
日鉄物流君津／日鉄物流八幡／日鉄保険サービス／日鉄ボルテン／
日鉄溶接工業／日本金属／日本触媒／濱田重工／
富士鉄鋼センター／不動テトラ／幕張テクノガーデン／
松菱金属工業／三島光産／宮崎精鋼／吉川工業／ワコースチール
日本製鉄           　　　　                 （2022年10月1日現在）

紀尾井ホールにご支援いただいている企業および個人の方々です

紀尾井ホール室内管弦楽団　公開リハーサル（1/19）に400名様をご招待
当財団では「紀尾井ホール室内管弦楽団（KCO）特別演奏会ニューイヤー・コンサート
2023」のリハーサルを一般公開します。普段なかなか見ることができない「指揮者と
オーケストラの音楽づくり」を間近で体験することを通して、多くの皆さまに、ホールと
オーケストラに親しんでいただく機会となればと願っています。東京の中心に位置し、
音楽ファンはじめ多くの皆さまから支持を頂いている抜群の音響空間でKCOの卓越
した響きの秘密を明かします。奮ってご応募ください。
開催日／2023年1月19日(木)　16:30～17:30を予定
応募方法など詳細は、紀尾井ホールウェブサイトで発表します。
オススメ
ぜひ「紀尾井ホール・ウェブチケット」にご登録を ！  メールマガジンで詳細情報をお届けいたします ！

速報

邦
楽
主
催
公
演
　     

年
度
下
期  

ラ
イ
ン
ナッ
プ

2022

2022
12月17日
（土）
14:00

音
楽
で
つ
づ
る
文
学
５

邦
楽 

明
日
への
扉
１

浮
世
絵
で
楽
し
む
邦
楽

大
谷
コ
レ
ク
シ
ョン
ＩＩ

源
氏
物
語

‒ 
葵
上
と
六
条
御
息
所 ‒

2022
12／17
（土）
14:00

︻
出
演
︼ 
杵
屋
佐
喜
︑杵
屋
正
則
︑杵
屋
勝
英
治
︑杵
屋
巳
津
二
郎︵
唄
︶

 

稀
音
家
六
四
郎
︑松
永
忠
三
郎
︑杵
屋
勝
国
悠
︑杵
屋
正
叡︵
三
味
線
︶︑

 

湯
川
亜
也
子︵
メ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ
︶

 

福
原
百
之
助
連
中︵
囃
子
︶

︻
曲
目
︼ 
芙
蓉
曲
よ
り﹁
案
山
子
﹂﹁
鈴
鹿
時
雨
﹂﹁
浮
か
れ
黒
猫
﹂

 

長
唄﹁
神
田
祭
﹂﹁
船
弁
慶
﹂

2022
12月17日
（土）
14:00

杵
屋
佐
喜
・
稀
音
家
六
四
郎（
長
唄
）

2023
1／8
（日）
14:00

邦
楽 

明
日
への
扉
２

︻
出
演
︼ 
邦
楽
四
重
奏
団

 

箏・三
絃・十
七
絃 
:平
田
紀
子
︑寺
井
結
子
︑中
島
裕
康

 

尺
八:黒
田
鈴
尊

︻
曲
目
︼ 
﹁
松
竹
梅
﹂︑下
山
一
二
三﹁
尺
八
と
二
面
の
箏
と
十
七
絃
の
た
め
の
巫
覡︵
カン
ナ
ギ
︶﹂

 

野
田
暉
行﹁
尺
八
︑二
面
の
箏
の
た
め
の
春
の
調
﹂︑ク
セ
ナ
キ
ス︽
入
陽
︾

 

旭
井
翔
一﹁
邦
楽
四
重
奏
曲
﹂

2022
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（土）
14:00

邦
楽
四
重
奏
団（
三
曲
）

2023
2／25
（土）
14:00

ホ
テ
ル・ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
や
テ
ー
オ
ー
シ
ー
を
創

業
し
た
大
谷
家
が
所
蔵
す
る
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
︑音
楽
を
題
材
と
し
た
浮
世
絵
と
と
も

に
邦
楽
作
品
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
︒

︵
詳
細
が
決
ま
り
次
第
︑紀
尾
井
ホ
ー
ル
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
て
発
表
し
ま
す
︶

2022
12月17日
（土）
14:00

河
竹
黙
阿
弥
の
女
た
ち

2023
3月
予定

 源氏物語絵色紙帖
 葵　
 土佐光吉筆
（京都国立博物館所蔵）

︻
出
演
︼ 
春
日
と
よ
栄
芝︵
唄
︶︑春
日
と
よ
喜
扇
弥︵
糸
︶︑山
口
崇︵
ナ
レ
ー
ション
︶

 

山
勢
松
韻
︑山
勢
麻
衣
子
︑奥
山
益
勢︵
箏
︶

 

山
登
松
和︵
三
絃
︶︑福
原
徹︵
笛
︶︑井
上
八
千
代︵
立
方
︶

 

富
山
清
琴︵
三
絃
︶︑富
山
清
仁︵
箏
︶︑野
川
美
穂
子︵
お
話
︶

︻
曲
目
︼ 
﹃
源
氏
物
語
﹄に
描
か
れ
る
葵
上
と
六
条
御
息
所

 

北
條
秀
司
作 ﹃
小
唄
源
氏
物
語
﹄よ
り﹁
夕
顔
﹂﹁
三
つ
の
車
﹂﹁
六
條
御
息
所
﹂　
  

 

山
田
流
箏
曲﹁
葵
の
上
﹂　
京
舞﹁
葵
上
﹂　

※ 

公
演
開
催
に
つ
い
て
の
最
新
情
報
は
紀
尾
井
ホ
ー
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
︒ © 堀田力丸© 堀田力丸
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●
企
画・編
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発
行
：
公
益
財
団
法
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日
本
製
鉄
文
化
財
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内
田
勇
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●
編
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ザ
イ
ン・印
刷
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株
式
会
社 
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イ
チ・ア
ン
ド・ア
ー
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プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

フォトレポート 最近の公演から

公式 SNS で最新情報配信中 チケットのお申込み

紀尾井ホールウェブチケット     https://kioihall.jp/tickets紀尾井
ホール

紀尾井ホール
室内管弦楽団

花言葉は「冒険心」や「希望」など前向きで上を向い
て花を咲かせ、だれにでも愛されるガーベラ。隣は
紀尾井ホール室内管のメンバー・中村智香子さん
のヴィオラです。20年以上共に過ごしいつも助けて

今号の表紙

～ お客様アンケートより ～

〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町6番5号  TEL.03-5276-4500（代表） FAX.03-5276-4527  https://kioihall.jp

7.28（木）　 紀尾井 明日への扉 第31回 田中 渚（ハープ）

公式 SNS で最新情報配信中 チケットのお申込み

紀尾井ホールウェブチケット     https://kioihall.jp/tickets紀尾井
ホール

紀尾井ホール
室内管弦楽団

『ヴィオラとガーベラ』  
［協力］  花／ hanadouraku
 ヴィオラ／中村智香子

今号の表紙

〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町6番5号  TEL.03-5276-4500（代表） FAX.03-5276-4527  https://kioihall.jp

© 堀田力丸

9.9（金）　 紀尾井 明日への扉 第32回 吉見友貴（ピアノ）
● 聴くたびに成長を感じさせてくれる吉見さん
の演奏、素晴らしかったです。ピアノのリサイ
タルにはやはり紀尾井ホールが最高です。
定期的に紀尾井ホールで吉見さんのリサイタ
ルをしていただき彼の成長を見続けたいです。

● 健康的でエネルギッシュ、瑞 し々い演奏。
どの曲にも音楽の喜びが感じられた。

● 多彩な演目に、若さ溢れる躍動感のある
演奏に元気をもらいました。

● 紀尾井ホールで演奏できて幸せだと仰って
いたお顔が、達成感で満ち溢れていたのが
印象的でした。 © 武藤 章

9.10（土）

● 品のいい綺麗な劇場で、素晴らしい演奏を聴き、豊かな気持ちになりました。これからもどんどんこういう企画を。
● 児玉さんのお話が分かり易くて楽しかった。演奏がすばらしかった。これからも「たっぷり名曲」を楽しみにしています。
● 素浄瑠璃は初めてでしたが、とても素敵でした。また清元の公演がありましたら鑑賞したいと思います。
● 事前のレクチャーも楽しく、演奏は素晴らしく。大満足です。

9.23（金）・24（土） 紀尾井ホール室内管弦楽団
第132回定期演奏会

● 天才ピアニストの演奏が期待以上だったこと、
久々のバラホフスキーさんのコンマスもピノック
さんとの相性抜群で全体的に清 し々い印象
でした。

● 各パートが美しく融合したKCOの安定した
響き、若きピアニストの卓越した技術と類を見
ない音楽性に圧倒されました。観客との一体感
を大切にされる方が首席指揮者に就任され、
これからの定期演奏会がとても楽しみです。

● ピノック氏の指揮を数年振りに見聴きすること
ができ、成熟しても変わらない音楽性と人間
性に心を打たれました。 © ヒダキトモコ

© ヒダキトモコ

● 田中渚さんの演奏が大変にダイナミックでの
びのびとしていて曲目も魅力的でした。迫力
ある演奏を長時間聴けて、心より感謝です。

● ハープのソロ演奏を聴くのは初めてで美し
い豊かな音に驚きました。 次回のリサイタル
もぜひ聴きたいです。

● これからの活躍が期待できる田中渚さんの
演奏、本当に良かったです。ハープのソロ演
奏を今後もっと聴いてみたいと思いました。

● 意欲的なプログラムでハープの音色を楽し
めた。

くれる相棒は、何とイタリアのマッテオ・ゴフリラー
作 1700年代生まれの大先輩だそう！自分の一部
だという「うちの子」は「ボディのシルエットが大変美
しい」と改めて目を細める様子が印象的でした。

記録用にマスクを外して撮影しました。

紀尾井たっぷり名曲５ 清元「須磨の写絵」
清元志寿雄太夫×清元志寿造


